
乳児死亡調査の概要について

  １　目的

  ２　方法

  ３　期待される効果

【統計表】 （件）

主要死因 生後1週未満

生後1週
～4週未
満

生後4週以降 ～499g 500～999g 1000g以上 単胎 多胎 妊娠20週未満

妊娠20週
～27週未
満

妊娠28週以降

先天異
常

4 4 4 4

早産 2 1 1 2 2

母児間輸
血症候群

1 1 1 1

胎児機能
不全

1 1 1 1

不明 2 2 2 2

計 2 2 6 1 2 7 10 0 0 3 7

　　  本県における乳幼児死亡対策の企画･立案を促進するため、乳幼児死亡の実態に
   ついての地域統計を作成し、統計資料の整備を行う。

出生時体重死亡時期 妊娠週数単体･多胎の別

　　  人口動態調査（出生小票，死亡小票）の利用（目的外利用）により乳児死亡者の名簿を
   作成 し、本名簿を用いて医療機関に配布した調査票の回答内容から下記の統計表を作成
    し、乳幼児死亡の状況について整理する。

　　  乳幼児死亡の現状について把握するとともに、統計資料を基にした分析等により、
　 根拠に基づくより効果的な対策の推進を図ることができる。


